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令和８年１月～　試行予定



進め方

3

オンライン日本語教室の意義

・時間的・場所的制約を越えて

　日本語学習機会・日本語学習支援機会を増やす

・多様な学び方への対応の一つとして学習機会を増やす

・デジタル教材の活用によるセルフラーニングの促進

・特に入門期の学習者に対して日本語学習機会へのアクセスを

　拡大することで、地域日本語教室への参加を促進
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オンライン日本語教室実施に関する課題

学習者調査

・オンライン日本語教室需要の調査

　　目的別およびレベル別クラスの設置へのニーズ

　　受講しやすい日時

　　ICT環境の状況

サポーター育成

・サポーターのITC環境状況の確認

・オンラインによる支援ができるサポーターの育成

・セルフラーニングの促進のためのアドバイジング技術の習得

・オンライン上の双方向の交流を深めるためのツールの使い方の習得



サポーターと学ぶ（日本語A2コース）
　案 １　オンライン自学サポートコース
　案 ２　オンライン交流型日本語クラス

クラスで学ぶ（日本語A1コース）
　案 ３　ひらがな＋いろどり日本語入門コース
　案 ４　ひらがななし＋つなひろ日本語コース

オンライン日本語教室（案）
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案1　オンライン自学サポートコース
実施方法  学習者の自学＋講師とサポーターによるフォローアップ 

日時 平日夜

対象  県全域の日本語教室空白地域に在住、または対面での日本語教室に通え
ない学習者全般 

定員 10名（事前のレベルチェックA1〜２、学習履歴共有あり） 

講座担当者 講座：日本語教育コーディネーター＋日本語学習サポーター（原則として初
期研修受講者） 
事務：企画情報課 

教材 
（登録制、修了
書授与あり）

国際交流基金　にほんご　eラーニング みなと 
https://minato-jf.jp/Home/Index 
同　いろどり日本語オンラインコース（21か国語対応） 
https://www.irodori-online.jpf.go.jp/guide/?content=about-irodori 

受講料 無料 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案 ２　オンライン交流型日本語クラス

目標  生活に関する身近な話題について、やりとりや質問ができる。 

受講条件  A2以上の日本語能力（簡易なレベルチェックあり） 
PCでの受講のみ 

教材  「生活者としての外国人」のための日本語学習サイト(文科省） 

つながるひろがるにほんごでのくらし　その他
(https://tsunagarujp.mext.go.jp/) 

学習期間  14時間 

修了要件
 

出席率60％以上 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案３　ひらがな＋いろどりオンライン入門コース

目標  ひらがなの単音や簡単なことばを読んだり、タイピングしたりできる。入門
期に必要な日本語での簡単なやりとりや質問ができる。 

受講条件  これから日本語学習を開始する人で、文字の学習を希望する人 

PCでの受講のみ 

教材  JF　e-ラーニングみなと「ひらがなA1自習コース」
(https://minato-jf.jp/CourseDetail/Index/KC25_KTKS_A100_EN01) 
同　いろどり日本語オンラインコース（21か国語対応） 
https://www.irodori-online.jpf.go.jp/guide/?content=about-irodori　 

学習期間  14時間 

修了要件
 

合格点　60点以上 
・教材の学習 70％ 
・パフォーマンステスト 30％ 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案 ４　ひらがななし＋つなひろ日本語コース

目標  入門期に必要な日本語での簡単なやりとりや質問ができる。 

受講条件  これから日本語学習を開始する人で、文字の学習を希望しない人 

PCでの受講のみ 

教材  「生活者としての外国人」のための日本語学習サイト(文科省） 

つながるひろがるにほんごでのくらし(https://tsunagarujp.mext.go.jp/) 

学習期間  14時間 

修了要件
 

合格点　60点以上 
・出席率60%以上 
・パフォーマンステスト 60%以上 

http://#
http://#



